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呼吸器科は循環器科・消化器科と並んで患者数が多く，� 大内科疾患の �つ

といわれている．人口の高齢化によって COPD，肺炎，肺癌などの患者数が

急激に増大しつつある．しかし，呼吸器科医師数の不足が叫ばれて久しい．実

際，呼吸器科専門医数は循環器内科，消化器内科に比較して �分の �程度であ

る．この理由としては，呼吸器科を長とする大学講座が少なかったこと，患者

数の増加が急速であったことなどが挙げられる．そして，呼吸器科医師不足は

個々の医師の過剰労働を生み，さらに呼吸器診療の保険点数が必ずしも高くな

いことなどによって医師不足の悪循環を形成していた可能性がある．

しかし，日本呼吸器学会はこれに対して様々な対策を実行もしくは検討して

いる．過疎地域でも専門医取得が可能な制度，呼吸器外科医も呼吸器専門医を

取得できる制度などが実行に移されようとしている．また，近年呼吸器科を教

授とする大学の数も増えつつある．さらに，呼吸器疾患関連の保険点数の増加

に関しては，呼吸器疾患患者団体からの要望を積極的にくみ上げて，エビデン

スに基づいた点数増加請求策が検討されている．呼吸器内科診療の多様性は

様々な診療スタイルを可能にし，「女性医師に適した職種である」とのキャン

ペーンも始まっている．

「分子生物学，臓器生物学，個体生物学が統合して相補的に生命の神秘を解

明する」という，「Integral Biology」が 
� 世紀のパラダイムであり，呼吸器

病学こそ，それに合致したものである．実際，近年呼吸器関連の英文雑誌の

impact factor は上昇の一途をたどっている．上記に示した日本呼吸器学会の

努力は確実に実を結びつつあり，呼吸器科は「右肩上がり」の診療科となって

いる．呼吸器病学はその多様性が最大の魅力である．若い世代に「供給不足の

時期に呼吸器科医になったことで先導的役割を与えられる(九州大学呼吸器内

科：中西洋一先生)」という言葉を送りたい． (三嶋理晃)
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